
錦 江 町 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録 

 

○ 開催日時 平成２６年５月２０日（火） 午後２時００分から 

○ 開催場所 錦江町 庁議室 

○ 出席委員（２０人） 

会長          宿利原勝吉 

会長代理        近川 正人 

委員      ２番  鈴  一麿 

〃       ３番  東郷 輝昭 

〃       ４番  木原 光郎 

〃       ５番  厚ケ瀬博文 

〃       ６番  黒瀬  正 

〃       ７番  牧原  昇 

〃       ８番  鍋  康博 

〃       ９番  樋渡 俊信 

〃      １０番  平原  栄 

〃      １２番  貫見 和洋 

〃      １３番  鮫島 廣幸 

〃      １４番  猪鹿倉昭雄 

〃      １５番  落司 順一 

〃      １６番  畠中 正秋 

〃      １７番  寺田 郁哉 

〃      １８番  安水 義文 

〃      １９番  徳永 哲朗 

〃      ２０番  基  岸澄 

欠席委員   なし 

事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子  書記 中野好太郎 

○議事日程 

 １、開会 

 ２、農業委員憲章朗読 

 ３、会長あいさつ 

 ４、議 事 

  第１ 議事録署名委員の指名 

  第２ 会務報告 

  第３ 附議事項 

     議案第 ２号  錦江農業振興地域整備計画の変更（除外）について 

     議案第 ３号  農地法第３条許可申請について 

     議案第 ４号  農地法第５条許可申請について 



議案第 ５号  農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利 

  用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について 

議案第 ６号  農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利 

        用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

     議案第 ７号  農地法第３条第２項第５号の下限面積見直しに係る錦江町農業 

委員会の意思決定について 

     議案第 ８号  平成 25 年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・強化につい

て 

     議案第 9号  平成 26 年度の目標及びその達成に向けた活動（案）について 

 

  



議 長  只今より平成２６年度第２回錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日の総会の出席は全員出席であり、錦江町農業委員会会議規則第８条の規定

により、総会は成立していることをお知らせします。 

 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会

議録署名委員に １３番 鮫島委員と１４番 猪鹿倉委員を指名いたしますの

で、よろしくお願いします。 

 

事務局 （会務報告と説明） 

 

議 長 只今の会務報告について、ご質問はございませんか。 

 

全委員 （発言なし） 

議 長 ないようでございますので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

「議案第２号 錦江農業振興地域整備計画の変更（除外）について」を議題と

します。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、「議案第２号 錦江農業振興地域整備計画の変更（除外）について」

を説明いたます。 

本件は、錦江町へ申し出のあった農業振興地域（農用地利用計画）の変更（除

外）について、５月１３日付けで農業委員会に対して町長から意見を求められて

いるものであります。 

申請者は、有限会社 Ｋ商事さん、麓自治会に事業所のある法人です。 

この件につきましては、急を要するとのことで農地法第５条による転用の許可

申請も出されていますので、議案第４号で審議をしていただきます。 

申請地は、馬場平和平１０１１番１、地目は田、地籍は６７０㎡で、変更の目

的は倉庫建設及びコイン精米機設置となっています。 

また、土地の名義人は、Ｆ・Ｓさん、Ｍ町在住の方です。 

４ページからは変更申出書の写しを添付してありますが、５ページの下方が隣

接農地の所有者の同意書、６ページは事業計画書、７・８ページは位置図、９・

１０ページは平面図です。１１ページは、地主の宅地であるという話だけで、十

分な確認もせず事前着工をしたことに対する始末者を添付しての申請でありま

す。場所はタイヨーの駐車場がありますが、町道を隔てて手前になります。 

担当調査委員は、10 番 平原委員です。以上です。 

 



議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当委員の調査報告をお願いします。

１０番 平原委員、お願いします。 

 

10 番 

平原委員 

報告いたします。１５日の午前中に会長・事務局・私とで調査したんですが、

ここの場所は今事務局から説明があったように、○○○ーの駐車場と道路を挟ん

で角の場所です。ここは昔、私の記憶ではＮ協の集荷所があったような気がして

農地だった記憶がないんです。で、このように始末書も書いてございますが、Ｋ

さんの方で確認も取らずにしたというこうで、始末書が出ている訳ですけれど

も、場所的には別に精米機とかありますけれども、ゴミとか、そういう苦情も出

る場所でも無いと思われます。皆さんの審議をよろしくお願いします。以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当委員から調査報告がありましたが、何か質問はありませんか。 

 

15 番 

落司委員 

そん頃はＮ協も、そげなとをせんじ倉庫を建てたとういことじゃらいなぁ。 

 

10 番 

平原委員 

多分じゃっち思います。 

集荷所しか記憶がねー訳おなぁ。 

 

17 番 

寺田委員 

集荷所の横にビワハウスがあったとなぁ。 

 

10 番 

平原委員 

農地で、田んぼにした記憶がねとをなぁ。 

もう２０年、３０年前じゃっでやぁ。 

 

17 番 

寺田委員 

ほんのこち３０年ばっかい前じゃどなぁ。 

 

10 番 

平原委員 

それから埋め立てて、○○○ーが出来るときあそこに仮事務所を作って、現場

事務所しか記憶がねとおなぁ。そんとっも多分無許可じゃと思う。 

 

７番 

牧原委員 

 Ｋのあそこんとを移設すったあろかい。 

 

10 番 

平原委員 

 あそこんとを直したとぉ。あそこは苦情が出て。 

 

議 長  この件につきましては皆さんも今聞かれたとおり、始末書も出ております。 

異議はございませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 



議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第２号 錦江農業振興地域整備計画の変更（除外）について」を採決し

ます。 

お諮りします。議案第２号は、原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第２号 錦江農業振興地域整備

計画の変更（除外）について」は、原案のとおり承認することに決定しました。 

 

議 長 次に、「議案第３号 農地法第３条許可申請について」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、「議案第３号 農地法第３条許可申請について」説明いたします。 

受付番号 1号の譲渡人は、Ｋ・Ｋさん Ｍ県在住の方です。一方、譲受人はＫ・

Ｈさん、Ｋ自治会の方です。この申請は売買による所有権移転となっています。 

申請地は、神川字木場下２８９７番、地目は田、地籍は３６９㎡ 

次が、神川字木場下２８９９番、地目は田、地籍は４１５㎡で、 

２筆の合計は７８４㎡です。 

Ｋ・Ｈさんの経営状況は、世帯員３名、労働力３名、自作地９，２２５㎡、小

作地１，６６０㎡となっています。 

なお、この２筆の売買価格は７８万５千円となっています。 

担当調査委員は、１９番 徳永委員です。以上です。 

 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当委員の調査報告をお願いします。

１９番 徳永委員、お願いします。 

 

19 番 

徳永委員 

今の説明のとおり、先月のあっせん申し出の物件です。この場所は現在Ｋさん

が耕作をされておりまして、Ｋさんをまず最初に売買の交渉相手としたところ、

買いましょうということになりまして話がスムーズに進んだところです。 

Ｋさんは家族３人でされておりますが、自分の田んぼ、借りている小作地を含

めて良く管理をされております。農機具もコンバインやら含めて揃っております

ので、何ら問題は無いと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長 ただ今、担当調査委員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第３号 農地法第３条許可申請について」を採決します。 

お諮りします。 

議案第３号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第３号 農地法第３条許可申請について」は、原案の

とおり許可することに決定しました。 

 

議 長 次に、「議案第４号 農地法第５条許可申請について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 「議案第４号 農地法第５条許可申請について」を説明します。 

本件については、議案第２号との関連で先ほど説明申し上げましたとおり、コ

イン精米機及び倉庫の建設用地として転用するものであります。 

申請人は、貸し人のＦ・Ｓさんと、借り人の有限会社 Ｋ商事さんの連名とな

っています。 

位置図、現況図等については、１６ページから添付してあります。 

担当調査委員は、１０番 平原委員です。以上です。 

 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当委員の調査報告をお願いします。

１０番 平原委員、お願いします。 

 

10 番 

平原委員 

先ほど説明をしたとおりです。先ほどは除外で今度は５条申請で、１台は許可

なく座っている訳ですが、もう１台据えて倉庫もということで、場所的にも問題

無いということで、先ほども許可を頂きましたので、別の問題無いかと思います。 

以上です。 

 

議 長 ただ今、担当調査委員から調査報告がありましたが、議案４号については、 

質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 



議 長 「議案第４号 農地法第５条許可申請について」を採決します。 

お諮りします。 

議案第４号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第４号 農地法第５条許可申請について」は、原案の

とおり許可することに決定しました、 

 

議 長 次に、「議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農

用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」議題としま

す。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 それでは、議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による

農用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」説明いた

します。 

資料は２１ページでございます。 

受付番号１号の譲渡人はＭ・Ｙさん Ｍ自治会の方です。 

申請地は、 

城元字池ノ尾４６２０番４、地目は畑、地籍は２，０３４㎡ 

城元字池ノ尾４６２０番５、地目は畑、地籍は２，６４０㎡で、 

２筆の合計は４，６７４㎡となっています。 

この案件は、（旧）農地保有合理化事業、現在は農地中間管理機構の特例事業

といいますけれども、この事業によりまして、公益財団法人鹿児島県地域振興公

社が取得希望者に代わって一定期間取得し、取得希望者は賃貸借によって耕作

し、契約期間までに買い取るものでありますが、取得希望者は、Ｋ・Ｔさんで、

３年後の取得を予定していらっしゃいます。 

利用権設定につきましては、６月の定例総会に提出の予定でございます。 

担当調査委員は、１８番 安水委員です。以上です。 

 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当委員の調査報告をお願いします。

１８番 安水委員、お願いします。 

 

18 番 

安水委員 

 

 

はい。報告申し上げます。この件に対しまして、５月２日の日に耕作者ともど

も現地調査をするということであったんですけれども、私の方が勘違いしまし

て、前もっては場所は見ていたんですけれども、当日、立ち合いが出来ず申し訳

ございませんでした。公社から譲り受けるというＫ・Ｔさんの方とも話して、後



18 番 

安水委員 

 

日確認といいますか、本人とも話して確認をして来ました。場所につきましては、

池田団地の南部開発地の中でありまして、公園のトイレがある近くの畑です。道

路沿いに近い畑でありまして、そこはＭ・Ｙさんの方が買ってくださいというこ

とで、Ｔさんの方が公社の方に買いたいという申し出をしまして、公社の方が動

いたということで、直接農業委員会の方には無かったですけれども、報告を受け

ましたので現地調査をしました。Ｔさんにつきましては皆さんもご存じのとお

り、認定農家でもありますし、たばこ、干大根、かんしょ等、大規模に仕事をさ

れている方ですので、何ら問題はありません。錦江町の基本構想ある要件も全部

満たしていますので、何ら問題は無いと思いますが、価格につきましては反当５

５万ということで設定がされておりますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

議 長 ただ今、担当調査委員から調査報告がありましたが、議案５号について、 

質疑はありませんか。 

 

８番 

鍋 委員 

いま南部開発団地ということであったんですが、私は土地改良区の役員もして

いる訳ですけれども、特に債権管理委員会というところに所属していまして、最

近は滞納者が非常に多くなってきているという現状にありまして、こういう問題

が発生した時には、是非とも間に立った方が賦課金の関係をどちらがどういう形

になったというようなところを、この場合は３年後ということですので、購入さ

れた場合は名義が変わりますから良いですけれども、そういうところは確認をし

て頂きたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

18 番 

安水委員 

公社が中に入って、公社がする場合にも出てくるんですかね。 

 

７番 

牧原委員 

公社は別もんやろだい。 

 

11 番 

宿利原委員 

まだ借りちょったじあなぁ 

 

８番 

鍋 委員 

そういうことがあれば、確認してくださいと言ったとことです。Ｍさんが払う

のか。Ｋさんが払うのかそういうところを。 

 

事務局 支払いは、購入予定者のＫさんの方になると思います。 

 

11 番 

宿利原委員 

いま鍋さんが言われたのは、南部開発地を購入された場合は土地改良区にとい

うことですか。そういうことであれば、土地改良区の代表者がいるわけだから、

その人が農業委員会と土地改良区とのパイプ役をしてもらえばスムーズに進ん

で行くんじゃないかと思いますが。 



18 番 

安水委員 

そういうのをば土地改良区の中で報告をして頂ければ、委員会の方も一々とい

うか、本当は本人たちがやって・・・・・・・。 

 

８番 

鍋委員 

土地改良区の方でも役員会や理事会があった時には、農業委員会にもそういう

ふうなものがあった時には、連絡を頂きたいというような申し出もしてあるとい

うようなことも聞いたりしているものだから、昨年とういかそういった滞納が多

くなってきている状況にあるもんで、今後こういうような問題が上がってきたと

きには当たった方は、報告する必要はないかもしれないけれども、そういうよう

な話、どっちがどうするかというのはその場で伝えてもらいたいというようなこ

とで、お願いできないかというように思います。 

 

４番 

木原委員 

提案ですが、事務局同士で、成立した場合は土地改良区に情報を言ってもらえ

ば一番良いんじゃないかと思うんですが。というのが土地改良区の職員が私と親

戚が一人いるもんだから、その情報を教えてくれといって、売買が成立した分は

情報は言ったりしてきたんだけど、出来れば事務局で、こうして成立したからと

いって、そこ当たりは解っているんだから、そっちの方がいいんだと思うんだけ

ど。 

 

事務局 事務局としては、この中でいろいろと売買があったという情報を、いくら土地

改良区であっても、こちらから単に提供するというのはおかしいと思うんです。

年に１回そういうのがあれば、３月に１年間の売買情報を提供してくれというこ

とで、土地改良区の方は公文で出して指示してくだされば出します。 

やはり個人情報なので、名義が変わったのは調べれば解ることなんでしょうけ

れども、だからといって事務局の方から簡単にというわけ訳にはいかないので、

これは両根占土地改良区の方にもいいました。情報があれば教えますけれども、

一応依頼をくださいというのは言いました。 

賦課金を賦課する前に情報提供をしてくださいということで文書依頼をして

頂ければ回答します。 

 

議 長 そのように土地改良区の方に取り計らって頂きたいと思います。 

 

議 長 この件について、他に意見はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「ありません」の声） 

 



議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地

利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」を採決します。 

お諮りします。 

議案第５号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第５号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規

定による農用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」

は、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地

利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」議題とします。 

お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は２５筆の利用集積計画について審議しなければなり

ませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を４回に分けて行い、その

都度議決を行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定によ

る農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、

受付番号２１号から２８号までを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 



事務局 それでは、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定によ

る農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、

受付番号２１号から２８号までを説明いたします。 

受付番号２１号の貸し人は、Ｍ・Ｒ一さん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は、 

馬場字染川４３７７番３ 現況地目は田、地籍は９７７㎡です。貸付期間は平

成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は米（籾）１俵とな

っています。 

借り人は、Ｓ・Ｈさん、Ｓ自治会の方です。経営状況は、世帯員５名、従事者

４名、自作地１３，３６９㎡、小作地３４，４６３㎡で、水稲・甘しょを主体と

した経営をされています。 

農業従事日数は２８０日です。農業機械の所有状況は、トラクター、ポテカル

ゴ各２台、田植機、コンバイン、トラック、各１台となっています。 

事務局 次の、受付番号２２号から２４号の貸し人は、Ｓ・Ｙさん、Ｓ自治会在住の方

です。 

申請地は、 

２２号が、馬場字旭原４２２５番８、現況地目は田、地籍は７４４㎡ 

２３号が、馬場字田神４３４８番３、現況地目は田、地籍は３０３㎡ 

２４号が、馬場字昭和５６３８番９、現況地目は田、地籍は７２２㎡ 

で、３筆の合計は１，７６９㎡となります。 

貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

全部で米（籾）４俵となっています。 

借り人は、受付番号２１号と同じ、Ｓ・Ｈさんとなっています。 

受付番号２１号から２４号までの担当調査員は、２番 鈴委員です。 

 

事務局 次の、受付番号２５号の貸し人はＵ・Ｒ子さん、Ｏ市在住の方です。 

申請地は、 

神川字岩渕１００８番２、現況地目は畑、地籍は１，３９４㎡です。 

貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

１万円となっています。 

借り人は、Ｍ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員２名、従事者１名、小作地１，０００㎡で、インゲン、野

菜を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は１８０日です。農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、

軽トラック各１台となっています。 

担当調査員は、７番 牧原委員です。 



事務局 次の、受付番号２６号の貸し人はＫ・Ｈさん、Ｔ自治会在住の方です。 

申請地は、 

馬場字山之口ノ上２１６９番、現況地目は田、地籍は３，０１８㎡です。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成３６年１２月１４日まで、小作料

は、１５万円となっています。 

借り人は、Ｔ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員６名、従事者４名、自作地５，５４１㎡、 

小作地１，３０９㎡で、ピーマン、インゲン、バレイショを主体とした経営を

されています。 

農業従事日数は３００日です。農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、

軽トラック各１台となっています。 

 

 

事務局 次の、受付番号２７号、２８号の貸し人は、Ｔ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方で

す。申請地は、 

２７号が、馬場字寺前ノ上２０６２番１、現況地目は田、地籍は１，５４２㎡ 

２８号が、馬場字寺前ノ上２０６４番１、現況地目は田、地籍は１，６００㎡

で、２筆の合計は３，１４２㎡となっています。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成３６年１２月１４日までで、使用

貸借のため小作料は発生しません。 

借り人は、受付番号２６号と同じ、Ｔ・Ｋさんです。 

受付番号２６号から２８号までの担当調査員は、１０番 平原委員です。以上

です。 

 

議 長  ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いします。 

まず、受付番号２１号から２４号について、２番 鈴委員、お願いいたします。 

 

２番 

鈴委員 

この件については、前々から闇小作で作っていらっしゃったんですが、今回利

用権を設定するということでした訳ですが、従来もう非常に良く管理をされて作

っておられまして、本人のＳ・Ｈさんは認定農家でもございますし、非常に意欲

のある方でございます。何ら問題は無いと思われます。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２５号についてを、７番 牧原委員、お願いします。 

 

７番 

牧原委員 

ご報告します。Ｍさんは何年か前に１ぺん出したことがあったんですが、いま

Ｔの方に帰られまして、今回またＭさんののを借りたいということで電話を頂き



７番 

牧原委員 

まして、新規で利用権を結びました。Ｍさんはシルバーに行く傍らで農業の方も

やって行きたいということで、インゲン、露地野菜等もいま手掛けております。

Ｍさんから畑を借りてくれんかということで言われまして、今年はもう小作料金

は一応今年は０、来年から 1万円でということで話がしてあります。 

ちょっと畑が荒れておりましたので、それをちゃんとする傍ら、今年は小作料は

無しということで話をしまして来年からということにしました。Ｍさんの方はト

ラクター、管理機持っていらっしゃいまして、何ら問題は無いかと思われます。

よろしくお願いをいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２６号から２８号について、１０番 平原委員、お願いいたし

ます。 

 

10 番 

平原委員 

報告します。Ｋさんの分は以前はお父さんのＫさんの方に契約していたんです

が、今回、息子のＫさんの方に変えるとういことで、このように上がってきた分

でございます。Ｋさんにつきましては、ピーマンの専業でハウスも沢山持ってい

らっしゃいます。能力等は充分備えておられるし、認定農家でもあられますし問

題は無いかと思います。以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、受付番号２１号から２８号について、それぞれの担当委員から調査報

告がありましたが、質疑ありませんか。 

 

４番 

木原委員 

親子間で契約するというのは、次のＦさんも兄弟でするんですけれども、何か

しなきゃならない理由があったんですか。 

 

事務局 補助事業の関係です。ピーマンを作っていらっしゃってハウスに機械導入を何

人かでされるということで、機械導入を生産組合でするのに名義を変えていない

ので、利用権でということで。 

 

４番 

木原委員 

解りました。 

 

議 長 他に質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 

 

質疑なしと認めます。 

「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地



議 長 利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受付番

号２１号から２８号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第６号のうち、受付番号２１号から２８号については、原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定

による農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の

うち、受付番号２１号から２８号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農

用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受

付番号２９号から３４号までを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、

受付番号２９号から３４号について、説明いたします。 

 

事務局 まず、受付番号２９号の貸し人は、Ｆ・Ｈさん、Ｒ自治会在住の方です。 

申請地は、 

馬場字山之口ノ上２２０８番１、現況地目は田、地籍は１，４６７㎡です。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成３６年１２月１４日まで、使用貸

借のため小作料は発生しません。 

借り人は、Ｆ・Ｓさん、Ｒ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員９名、従事者４名、雇用が２人で年間１００日、 

自作地５，６６１㎡、小作地７，７５８㎡で、ピーマン、ミニトマト、バレイ

ショを主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日です。農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラッ

ク、管理機、茎葉処理機、芋掘機、各１台、動噴３台となっています。 

担当調査員は、１５番 落司委員です。 

 

 

事務局 

 

次に、受付番号３０号から３３号について説明いたします。 

この４件の貸し人は、Ｉ・Ｍさん、Ｓ自治会在住の方です。 



事務局 申請地は、 

３０号が、神川字帰り山６３９９番１、現況地目は畑、地籍は２，５１２㎡ 

３１号が、神川字金吹谷岡６４１３番１、現況地目は畑、地籍は３，３４６㎡ 

３２号が、神川字金吹谷岡６４１８番９、現況地目は畑、地籍は２，４２３㎡ 

３３号が、神川字金吹谷岡６４１８番１０、現況地目は畑、地籍は２，５８２㎡ 

で、４筆の合計は、１０，８６３㎡となっています。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料につきましては、３０号が４万円、３１号が６万円、３２号、３３号がそれぞ

れ４万円となっています。 

借り人は、Ｎ・Ｔさん、Ｄ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員４名、従事者２名、補助者２名、雇用が１人で年間２６５

日、自作地２３，５２４㎡、小作地２２，９５８㎡で、トレビス、キャベツ、ス

イートコーンを主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２８０日です。農業機械の所有状況は、トラクター２台、管理

機、ライムソワー、動噴が各１台となっています。 

担当調査員は、１６番 畠中委員です。 

 

事務局 次に、受付番号３４号について説明いたします。 

貸し人は、Ｙ・Ｓさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は、馬場字中西谷６３５６番２、現況地目は畑、地籍は６，８３４㎡です。 

貸付期間は、平成２６年５月２２日から平成３１年１２月１４日までで、小作

料は６万円となっています。 

借り人は、Ｏ・Ａ人さん、Ｋ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員３名、従事者１名、雇用が３人で年間２００日、 

自作地４３，２８６㎡、小作地５，４７９㎡で、甘しょを主体とした経営をさ

れています。 

農業従事日数は２８０日です。農業機械の所有状況は、トラクター２台、管理

機、動噴、トラックが各１台となっています。 

担当調査員は、１８番 安水委員です。 

なお、本件につきましては、耕作放棄地解消推進事業による利用権の設定であ

ります。 

 

議 長  ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いします。 

まず、受付番号２９号について、１５番 落司委員、お願いいたします。 

 

15 番 

落司委員 

報告いたします。Ｆ・ＨさんとＦ・Ｓさんは親子でございまして、これは使用貸

借ということで小作料は発生しておりません。補助事業で機械を入れるということ



15 番 

落司委員 

 

の中で、このような形になりました。Ｓさんは認定農家でもありますけれども、施

設園芸を中心に頑張っていらっしゃいます。農機具等もいろいろ準備されていらっ

しゃいまして、圃場なんかももきれいにされておりますので何ら問題は無いかと思

います。以上で終わります。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３０号から３３号について、１６番 畠中委員、お願いいたしま

す。 

 

１６番 

畠中委員 

Ｎ・Ｔ君とＩ・Ｍさんは親戚関係にありまして、ちょっと荒れ地になっておりま

した土地をＴ君が借りまして、キャベツを植えるそうです。農業に対する意欲と能

力があり、何ら問題無いと思います。Ｎ・Ｔ君は認定農家に？ 

 

事務局 はい。先月なりました。 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、受付番号２９号から３３号について、それぞれの担当委員から調査報

告がありましたが、質疑ありませんか。 

 

２番 

鈴委員 

小作料金が、周りからすれば高いような感じがするんですが、何か理由があり

ますか。 

 

１６番 

畠中委員 

僕も高いなぁと思ったんですけれども、Ｍさんを考慮して高くなっているんじ

ゃないかと自分なりに思ったんですけれども、南部開発地でもあるし。 

 

７番 

牧原委員 

反当で言ったら１万８千円やっどがぁ。 

 

２番 

鈴委員 

周囲と比べてどうなんですか。その辺。 

 

事務局 地代の件なんですが、若干高いように思ってはいるんですけれども、実はＩさ

んの方が南部開発地ですので債権があるんですが、ちょっと滞納をされたいまし

て、それをＭさんの方がこの地代で払うということで若干高めに設定してありま

す。 

これを改良区の方に一応提示してですね、改良区の方と相談をしていますの

で、それで若干高めになっています。 

今後はこれを基準にするということは無いようにします。 

 

２番 

鈴 委員 

私が聞いたのは、今後これが基準になるんじゃないのということで聞いたわけ

で。 



事務局 あくまでもこれは従弟、親戚ということで、このお金を賃借料で納めるという

ことをＩさんの方と話をされて、改良区とも相談を受けてされていますので。 

 

議 長 他にありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地

利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受付番

号２９号から３３号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第６号のうち、受付番号２９号から３３号については、原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定

による農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の

うち、受付番号２９号から３３号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農

用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受

付番号３５号から４４号までを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、

受付番号３５号から４４号について、説明いたします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

まず、受付番号３５号から３８号について、説明いたします。 

この４件の貸し人は、Ｓ・Ｎさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は、 

３５号が、神川字陣ノ尾４４３６番１、現況地目は畑、地籍は５，４２８㎡ 

３６号が、神川字陣ノ尾４４３６番２、現況地目は畑、地籍は３１５㎡ 

３７号が、神川字陣ノ尾４４３６番３、現況地目は畑、地籍は２，３２９㎡ 

３８号が、神川字陣ノ尾４４３５番２、現況地目は畑、地籍は１，１９２㎡ 



事務局 で、４筆の合計が、９，２６４㎡となっています。 

貸付期間は、平成２６年５月２２日から平成３１年１２月１４日まで、小作料

は全部で３万円となっています。 

借り人は、Ｔ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員３名、従事者１名、補助者１名で、自作地１，２３２㎡、

小作地１，５１８㎡で、野菜を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２００日です。農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラッ

クが各２台、耕運機、バインダー、ハーベスターが各１台となっています。 

なお、この４筆につきましても、耕作放棄地解消推進事業による利用権の設定

であります。 

 

事務局 次に、受付番号３９号について、説明いたします。 

貸し人が、Ｎ・Ａさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は、神川字北鶴２６６０番、現況地目は田、地籍は２０９㎡です。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成２８年１２月１４日までで、小作

料は２千円となっています。 

借り人は、Ｋ・Ｓさん、Ｋ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員３名、従事者１名、補助者１名で、自作地９，２２５㎡、

小作地１，６６０㎡で、水稲、玉ねぎ、そばを主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日です。農業用機械の所有状況は、トラクター３台、コ

ンバイン、乗用田植機、乾燥機、軽トラック各１台となっています。 

 

事務局 次に、受付番号４０号について説明いたします。 

貸し人が、Ｎ・Ａさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は、神川字寺ノ上４８６０番５、現況地目は畑、地籍は１４９５㎡です。 

貸付期間は、平成２６年５月２１日から平成２９年１２月１４日までで、小作

料は７千円となっています。 

借り人は、Ｆ・Ｙさん、Ｋ在住の方です。 

経営状況は、世帯員２名、従事者１名、補助者１名で、小作地２，２６５㎡で、

露地野菜を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日です。農業用機械の所有状況は、トラクター、管理機、

軽トラック各１台となっています。 

受付番号３５号から４０号までの担当調査員は、１９番 徳永委員です。 

 

事務局 

 

 

 

次に、受付番号４１号について説明いたします。 

貸し人が、Ａ・Ｍさん、Ｓ自治会在住の方です。 

申請地は、田代麓字新田５０８１番２ 現況地目は田、地籍は６８０㎡です。 

貸付期間は、貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日ま



事務局 でで、使用貸借のため小作料は発生しません。 

借り人は、Ｕ・Ａさん、Ｕ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員１名、従事者１名、自作地２，９４５㎡、小作地１１，３

７３㎡で、生産牛を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３６５日です。農業用機械の所有状況は、トラクター２台、ロ

ールベーラ、ロータリーテッダー、ヘイメーカ、モア各１台となっています。 

 

事務局 次に、受付番号４２号、４３号について説明いたします。 

貸し人が、Ａ・Ａ子さん、Ｓ自治会在住の方です。 

申請地は、 

４２号が、田代麓字新田５０８３番１ 現況地目は田、地籍は５２４㎡ 

４３号が、田代麓字新田５０８３番３ 現況地目は田、地籍は１，１８５㎡ 

で、２筆の合計が１，７０９㎡となっています。 

貸付期間は、貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日ま

でで、使用貸借のため小作料は発生しません。 

借り人は、４１号と同じ、Ｕ・Ａさんです。 

 

事務局 次に、受付番号４４号について説明いたします。 

貸し人が、Ｋ・Ｙさん、Ｓ自治会在住の方です。 

申請地は、田代麓字新田５０８２番１ 現況地目は田、地籍は７０２㎡です。 

貸付期間は、貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日ま

でで、小作料は３千円となっています。 

借り人は、４１号と同じ、Ｕ・Ａさんです。 

受付番号４１号から４４号までの担当調査委員は、２０番 基委員です。 

 

議 長  ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いします。 

まず、受付番号３５号から４０号について、１９番 徳永委員、お願いいたし

ます。 

 

19 番 

徳永委員 

報告いたします。３５号から３８号までのＳ・Ｎさんの土地ですが、先ほど話

がありましたとおり、耕作放棄地解消事業で利用権設定を結ぶことになります。

この土地は２年前ちょっと問題土地で、道路が狭いとか、色々ありまして荒れて

いたんですが、Ｔ・Ｋさんが利用しましょうということで、契約が成立した内容

です。Ｋさんの方は、奥さんと二人で色々と自作地・小作地含めて作業されてお

りますので、問題ないと思います。 

19 番 

徳永委員 

３９号の関係ですが、現在耕作されているＫさんの方とＮさん、利用権設定を

結んで新規の事業ということで進めております。Ｋさんの方、現在耕作している



19 番 

徳永委員 

 

と言いましたけれど、隣の田んぼがＫさんで、Ｎさんの方から隣のＫさんに利用

してもらったらどうかということで、Ｋさんと話をして利用権設定を結んだとこ

ろです。 

Ｋさんの方は、田んぼ畑含めて米・インゲン・そばを中心に作業されておりま

して、良く土地の管理もされておりますので問題ないと思います。 

 

19 番 

徳永委員 

４０号が、Ｎ・Ａさんと契約されていた前の方が病気になりまして、続けるこ

とができないということで解約の申し出がありました。誰か良い人がいないかと

いうことでＦ・Ｙさんをお願いしたところです。 

Ｆ・Ｙさんは、自作地は持っておりません。そして小作地ですけれども、いま

農業専従で小作地を広げながらして行くまだ５０そこそこの若い人ですので、彼

の方にお願いしたところ、「やりましょう」ということで４０号の土地を契約し

て頂きました。 

小作地を４か所持っていますが、すべて良く管理をしています。頑張っており

ますので、これからも面積を広げて行くということで期待の持てる青年ですか

ら、審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号４１号から４４号について、２０番 基委員、お願いいたします。 

 

20 番 

基 委員 

ご報告いたします。４１から４４番まで一緒に説明いたします。と言いますの

は、この地番、これは同じところにございます。４４８のＳ集落の上手の方に２

００ｍぐらい上がったところにあります。 

このＵ・Ａさんは４８歳で、飼育牛を８頭もっておられまして、一人で頑張っ

ておられます。２か月ぐらい前、他の分の利用権設定もされました、また認定農

業者にもなられたわけですけれども、良く管理されています。そういった意味か

らしまして非常に好青年じゃないかと思います。 

４４番、このＫさんの分でございますけれども、これも去年までは他の人が作

っておりまして利用権設定はされておりませんでした。しかし今回、新規で利用

権設定をするということで話をしましたところ、固定資産税の土地の分だけでも

頂けませんでしょうかということで、Ｕさんに相談しましたところ、「良いです

よ。」ということで、この件だけは３千円ということで決定をしました。以上で

す。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、受付番号３５号から４４号について、それぞれの担当委員から調査報

告がありましたが、なにか質疑ありませんか。 

 



委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地

利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受付番

号３５号から４４号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第６号のうち、受付番号３５号から４４号については、原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定

による農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の

うち、受付番号３５号から４４号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで、１８番 Ｙ委員の退席を求めます。 

                     （Ｙ委員退席） 

 

議 長 次に、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農

用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受

付番号４５号、４６号を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、

受付番号４５号、４６号について説明いたします。 

貸し人が、Ｋ・Ｉさん、Ｉ自治会在住の方です。 

申請地は、 

４５号が、田代麓字飯牟田２２２３番１ 現況地目は田、地籍は１，５９７㎡ 

４６号が、田代麓字飯牟田２２２３番２ 現況地目は田、地籍は９５０㎡ 

で、２筆の合計が２，５４７㎡となっています。 

貸付期間は、平成２６年６月１日から平成３１年１２月１４日までで、小作料

は１０アール当たり５千円となっています。 

借り人は、Ｙ・Ｙさん、Ｙ自治会在住の方です。 

経営状況は、世帯員４名、従事者３名、自作地２８，１３１㎡、 

小作地４３，６２３㎡で、甘しょ、干大根を主体とした経営をされています。 



事務局 農業従事日数は３００日です。農業用機械の所有状況は、トラクター３台、管

理機、軽トラックが各２台、ツル払い機、カンショハーベスター各１台となって

います。 

４５号、４６号の担当調査員は、２番 鈴委員です。以上です。 

 

議 長  ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いし

ます。 

まず、受付番号４５号、４６号について、２番 鈴委員、お願いいたします。 

 

２番 

鈴 委員 

皆さんご存じのとおり、Ｙ・Ｙさんは認定農業者でＮ委員でもあられます。非常

の農業に対して頑張っていらっしゃる方で、何ら問題はないと思います。 

よろしくお願いいたします。 

議 長 ありがとうございました。 

ただ今、受付番号４５号、４６号について、担当委員から調査報告がありまし

たが、質疑ありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地

利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、受付番

号４５号、４６号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第６号のうち、受付番号４５号、４６号については、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第６号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定

による農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の

うち、受付番号４５号、４６号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 ここで、１８番 Ｙ委員の入室を求めます。 

                     （Ｙ委員入室） 

 

議 長 ここでしばらく休憩します。 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 



議 長 「議案第７号 農地法第３条第２項第５号の下限面積見直しに係る錦江町農業

委員会の意思決定について」を議題とします。 

 事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 説明いたします。この下限面積の見直しに係る意思決定につきましては、毎年協

議して頂いておりますが、農地法第３条第２項第５号によりますと、都道府県は５

０ａとされていますが、かっこ書きに、農業委員会が、別段に面積を定めることが

できるとされていますので、錦江町全域について、下限面積の意思決定を行うもの

です。 

以下、資料により説明 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第７号 農地法第３条第２項第５号の下限面積見直しに係る錦江町農

業委員会の意思決定について」を採決します。 

お諮りします。 

議案第７号は、下限面積を３０aとすることにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第７号 農地法第３条第２項第５号の下限面積見直しに係

る錦江町農業委員会の意思決定について」は、下限面積を３０aとすることに決定し

ました。 

 

議 長 次に、「議案第８号 平成 25 年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・強化

について」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 説明いたします。本件につきましては、３月の定例総会で協議して頂きまして、

字句の訂正等を行いまして、５月９日まで意見募集ということで、町のホームペー

ジに掲載いたしましたが、寄せられた意見等は１件も無かったところでございます。 

内容については、３月で十分審議をして頂いていると思いますので省略をさせて

いただきます。 

このままでよろしいかということで、ご審議をお願いいたします。 



議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第８号 平成 25 年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・強化に

ついて」を採決します。 

お諮りします。 

議案第８号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第８号 平成 25 年度の目標及びその達成に向けた活動の

点検・強化について」は、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に、「議案第９号 平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動（案）につい

て」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 ご説明申し上げます。本件につきましても、３月定例総会で協議して頂いたもの

でございますが、語句の訂正等を行い提案するものでございます。 

資料は３９ページからですが、内容等については、語句を訂正しただけで、３月

に提案したものと内容等は変わっていません。以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

「議案第９号 平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動（案）について」

を採決します。 

お諮りします。 

議案第９号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、「議案第９号 平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動



（案）について」は、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 以上で、平成２６年度第２回錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了

いたします。 

 

 

 

 

錦江町農業委員会会議規則第２３条第２号の規定により署名する。 

  

会 長 
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議事録調整者 窪 和人 


